
 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計結果 

正答数集計値・グラフ 

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

Ａ 数と計

算

Ｂ 図形

Ｃ 変化と

関係

Ｄ データ

の活用

山梨県

（公立）
全国

（公立）

児童数

山梨県
（公立）

山梨県
（公立）

全国
（公立）

１６問 103 1.8 2.5
１５問 323 5.5 6.4
１４問 530 9.0 9.9
１３問 648 11.1 11.4
１２問 682 11.6 11.3
１１問 609 10.4 10.4
１０問 552 9.4 9.3
９問 534 9.1 8.1
８問 420 7.2 7.0
７問 343 5.9 5.9
６問 331 5.6 4.9
５問 263 4.5 4.0
４問 192 3.3 3.2
３問 144 2.5 2.5
２問 109 1.9 1.7
１問 45 0.8 1.0
０問 34 0.6 0.5

正答数集計値
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0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問15問16問

山梨県（公立）

全国（公立）

16
Ａ　数と計算 6
Ｂ　図形 4
Ｃ　測定 0
Ｃ　変化と関係 4
Ｄ　データの活用 3
知識・技能 9
思考・判断・表現 7
主体的に学習に取り組む態度 0
選択式 6
短答式 6
記述式 4

問題形式

51.1 51.8
75.4 76.5
58.0 60.2

49.8 51.3
66.6 68.7

評価の観点

67.1 68.2
55.3 56.7

　全体 62 63.2

学習指導要領の領域

68.9 69.8
62.6 64.0

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

山梨県
（公立）

全国
（公立）

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 

9.9 /16
10.1 /16

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

山梨県（公立） 5,862 62 10.0 3.6
全国（公立） 965,431 63.2 11.0 3.6
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問題別集計結果 
※
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梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）

３(１)

ア(ウ)

３(３)

ア(イ)

４(７)

ア(ア)

○ ○ 91.5 92.4 0.4 0.3

１（２）
５(１)

ア(イ) ○ ○ 72.4 72.2 2.6 3.0

１（３）

３(４)

イ(ア)

４(３)

ア(イ)

○ ○ 75.9 76.0 4.4 5.2

１（４）
４(２)

イ(ア) ○ ○ 35.0 34.8 0.9 0.9

２（１）
５(３)

ア(イ) ○ ○ 71.2 71.1 3.4 3.9

２（２）
５(３)

ア(イ) ○ ○ 62.1 64.6 2.6 3.3

２（３）
５(３)

ア(ア) ○ ○ 20.5 21.4 1.0 1.1

２（４）
５(１)

イ(ア) ○ ○ 45.5 48.0 4.5 5.5

３（１）
４(６)

ア(ア)

３(１)

ア(ア) ○ ○ 72.7 75.3 2.2 2.1

３（２）
３(１)

イ(ア) ○ ○ 61.8 63.9 1.5 1.6

３（３）
５(１)

ア(ア) ○ ○ 65.3 66.8 2.1 2.2

３（４）
４(６)

ア(ア)

イ(ア)
○ ○ 66.2 67.7 7.7 8.6

４（１）

３(１)

ア(ア)

４(５)

ア(ア)

イ(ア)

○ ○ 44.2 48.8 3.4 3.8

４（２）
２(１)

ア(イ) ○ ○ 82.6 83.2 4.7 4.7

４（３）
４(１)

ア(イ) ○ ○ 65.4 66.5 4.9 4.6

４（４）
４(１)

ア(イ)

イ(ア)
○ ○ 58.3 57.6 5.5 5.1

示されたプログラムでかくこ
とができる図形を選ぶ

：次のページに具体的な授業例を提示

示されたプログラムについ
て、正三角形をかくことがで
きる正しいプログラムに書き
直す

長方形のプログラムについ
て、向かい合う辺の長さを書
く

辺の長さや角の大きさに着目
し、ひし形をかくことができ
るプログラムを選ぶ

分類整理されたデータから、
全員の希望が一つは通るよう
に、遊びを選ぶ

１年生と６年生が希望する遊
びの割合を調べるためのグラ
フを選び、そのグラフから割
合が一番大きい遊びを選ぶ

１年生の希望をよりかなえる
ためのポイント数の求め方と
答えを書く

果汁が含まれている飲み物の
量を半分にしたときの、果汁
の割合について正しいものを
選ぶ

果汁が３０％含まれている飲
み物に果汁が１８０ｍＬ入っ
ているときの、飲み物の量の
求め方と答えを書く

表のしりとりの欄に入る数を
求める式と答えを書く

８５×２１の答えが１４７０
より必ず大きくなることを判
断するための数の処理の仕方
を選ぶ

果汁が２５％含まれている飲
み物の量を基にしたとき、果
汁の量の割合を分数で表す

果汁が４０％含まれている飲
み物の量が１０００ｍＬのと
きの、果汁の量を書く

１０５０×４を計算する

１４と２１の最小公倍数を求
める

カップケーキ７個分の値段
を、１４７０÷３で求めるこ
とができるわけを書く

問題番号 問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 正答率(％) 無解答率(％)
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全国学力・学習状況調査 小学校 算数 

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 第６学年 

目的に応じて、 

数学的に表現・処理することができる児童 

児童が問題場面に着目できるようにしよう！ 

判断する場面や振り返る場面を設定しよう！ 

正答例 １（４）  
85を小さくみて80、21を小

さくみて20として計算します。 

ここがつまずき！  
１個入り 85 円のカップケーキ 21 個分の値段が 1470 円より

必ず高くなることを見積もりによって確かめる問題である。値段を

求める式である 85×21 の 85 と 21 をそれぞれ小さく見積もる

ことに課題が見られる。 

⇒目的に合った数の処理をできるようにすることが大切である。

特徴的な誤答  
85を大きくみて90、21を小

さくみて20として計算します。 

リンゴが 1 日目に 85 個、２日目に 36 個と

れました。この２日間にとれたリンゴを 100個

入りの箱に入れます。全部入るでしょうか。 

C:85個を 80個、36個を 30個
とそれぞれの個数を小さくして
考えるといいと思います。 

C:２日間でとれたリンゴの
数は、85＋36という
たし算で求められるね。 

C:85＋36の計算
をしなくても考え
られそうです。 

T:どうしてそう考えたのですか。 

C:全部入るかどうかを考えていくからです。 

C:80＋30＝110。小さくして考えても
100をこえているので、100個入りの
箱には必ず入らないことがわかるね。 

それでは、110 個入りの箱、120 個入りの

箱、130個入りの箱のどの箱があれば全てのリ

ンゴを入れることができますか。

C:今度は必ず入るか
を考えるんだね。 

C:だから、大きくして
考えばいいんだ。 

T:どうして大きくして考えればいいのですか。 

C:本当の個数よりも多くして考えれば，
必ず全てのリンゴが入るからです。 

C:「10台で足りる
でしょうか。」と
足りるかを考える
からです。 

C:だから、38人を
40人と多くみて
考えたんだね。 

C:すると、40÷４＝10となって、
多い人数で考えても 10台になる
から足りると言えます。 

T:38人を 30人と考えたらどうですか。 

C:少ない人数で考えると、本当の
人数が長椅子に座れなかったか
分からないから、足りるかどう
かははっきりしません。 

38人の子供がいます。４人がけの長椅子に全

員が座れるようにします。長椅子は 10 台で足

りるでしょうか。 

C:「10台で足りるでしょうか。」を
考えるから、だいたいの数で考え
た方が計算は簡単だと思います。 

C:私は 38人を 40人とだいた
いの数で考えてみました。 

T:どうして 38人を 40人と考えたの
ですか。 

C:目的に合ったように考
えることは大切だね。 

こんな  

問いかけ 

してみません 

か？

日々の学習における改善・充実

ここが 

POINT 
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小学校 算数 
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